
福岡第二合同庁舎 

20161221 

認知症の方を地域で支えるための種まき 
 

～「地域住民」・「介護事業所」・「行政」の三位一体の取り組み～ 

医療法人社団誠仁会           
小規模多機能施設めおといわ「ゆい」 

 
福岡市城南区東油山1-33-7 

http://www.meotoiwa.com/ 

第６回九州厚生局 
地域包括ケア市町村セミナー 



私たちが考える『２つのCS』 

Customer satisfaction   
◆自立支援（自律支援） 

◆自己決定 

◆日常生活の継続 

Community satisfaction   

◆安心拠点 

◆信頼 

◆将来不安の払拭（心構え） 
 

 

地域密着型サービスの使命 



「３大介護」中心の支援から「暮らし」の支援へ 
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「福祉施設に行ったん 
だったら安心だわ」 
「もう、専門家が関わって 
るんだったら大丈夫ね」 

「茶飲み友達が減っちゃっ
て淋しいね」 

「家族に心配かけたくない
から・・・」 

「もう自分では、何もできな
いかも・・・」 

「茶飲み友達が減っちゃっ
て淋しいね」 

地域から本人を奪ってしまう支援 

地域での暮らし 



    「地域での暮らしをつなぐ・生かす・つくる」ことを考える 
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事業所と地域とのつなぎ役 

地域での暮らし 



「認知症の方を地域で支えるための」 

～種まき～ 

キーワードは融合 



福岡市城南区堤校区 

堤校区 城南区 

世帯数 4,519 
 

58,988 

人口 10,126 122,709 

高齢者人口 2,629 26,873 

高齢化率（%） 26.0 21.9 

Ｈ27.10現在 

福岡市：153万人 高齢化率：19.9% 



運営推進会議を活かして 

◆「介護サービスに預けてればいい」「専門家だけ
に任せておけばいい」という思考からの転換 

 

◆「認知症になっても、介護が必要になっても安心
して地域で暮らし続ける」という理念を共有する機
会 

 

◆運営推進会議を事業所と地域、利用者と地域を
結ぶ有効な手段として活用する 



④地域づくり・資源開発機能 

◆参加者それぞれのニーズを確認する 
〇事業所・・・「２４時間３６５日事業所だけで利用者
の暮らしを支えることは限界がある」 
「地域の理解や協力が得られれば、本人の意思と
は無関係の安易な施設入所は防げるはず」 
〇地域住人・利用者・・・「まわりに迷惑をかけない
のであれば、老人ホームには入りたくない」 「でき
ればこの地で暮らし続けたい」 
〇行政・・・「だれもが住みなれた地域で安心して
暮らせるまちづくり」 
 

～共通項目～ 
「住み慣れた地域での暮らしの継続性」 キーワードは『協働』 



めおといわ「ゆい」 
運営推進会議の様子 

【参加者】 
利用者、家族、自治会長、民生委員
（複数）、公民館長、大学教授、行政
（市役所・区役所・校区担当保健師）、
社会福祉協議会、認知症介護指導
者、近所の介護事業所、ケアマネ、薬
剤師などなど 

【会議の内容】 
・運営状況等の報告 
・事例報告/検討 
・それぞれからの情報発信 
・意見交換 
・「ゆい」にできること 
・「地域」にできること 

など・・・。 

参加者全員で事例を深めあう 

みんなで避難訓練 



小地域福祉のこれから 
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その人の望む 
地域での暮らしの継続 

（当事者支援） 
 

 世帯支援の確立 

（家族支援） 
 

隣近所での顔の見える 

関係性の見直し（ﾈｯﾄﾜｰｸなど） 
 

「助けて！」といえる土壌作り 

（地域における雰囲気作り） 
（認知症の理解普及促進） 

 

「認知症を地域でささえる」 
という“音あわせ” 

 

 

当事者意識に基づく 
個別支援 

小地域でできる 
地域福祉活動 



地域における『三位一体』 

３者の共通項は 

『地域（人）づくり』 

地域 

行政 事業所
（小規模多機能） 

認知症に
なっても大
丈夫なまち 

愛着のある堤で
暮らし続けたい 

誰もが住み慣れ
た地域で暮らし
続けることがで
きるまちづくり 

ご利用者の地域で
の暮らしを支援す
るためには住民の
方々の理解と関心

が必要 



それぞれの役割 
（それぞれの強みを活かす） 

住人同士、日々のお付き合い
の中で〝お誘いあわせ〟をす
る。「今度、公民館であるから
行ってみようよ」「無視できん問
題だから・・・。」 

認知症ケアに対する助言、
専門的アプローチ、培って
きたスキルを反映 

仕掛け人、プログラマー、
それぞれの機関との関係
調整役 

地域住人 

めおといわ「ゆい」 行政 



～地域で認知症を考える～ 
認知症サポーター養成講座 

【目的】 
※当事者目線で（他人事ではない） 
※認知症の理解を深めるとともに地域
の横のつながりを深める機会にする 
※おたがいさまの認識を強くする 



劇団つつみ旗揚げ 

【ﾒﾝﾊﾞｰ】 

自治会長、民生委員、公民館主事、自
治会役員、ボランティア、運営推進会議
メンバー、校区担当保健師など 

シナリオやアドバイスは専門職でサポート 
 
平成21年から40回以上の公演活動 
（認ｻﾎﾟ以外でも活躍） 
 
立ち消えることなく7年目を迎える 
 





地域の文化祭で 

１２０名の聴衆者！ 
立ち見が出るほど！！ 
⇒「地域住人が主体となる意味」 

 

○△会長が出とるバイ！民
生委員の□○さんも！！ 

「やっぱりみんなで考えな
いかんね・・・。」 



認知症への理解が浸透してくると・・・。 
 
〇「もっと認知症の理解を深めよう！」 
 
〇「認知症の人が安心できる地域って関心
しあえる、支えあえる地域ってことだよね。
これって認知症だけではなく、地域にとっ
ても必要なことだよね」 
 
〇「じゃあ、我々一人ひとりにできることっ
てなんだろう」 

H24年度 
堤地区認知症サポーター 
ステップアップ講座（４回講座） 



資料：城南区地域保健福祉課 





～堤校区 認知症事業～ 

つつみカフェ 
 オープン♪ 

【目的】 
〇認知症になっても住み慣れた堤地区で暮らし続ける 
〇認知症に対する偏見や差別をなくす 
〇自分達の手で、地域の為にできることを無理なくやる（継続する） 
〇当事者も家族も悩みを抱え込まないで相談できる相手・場をつくる 
〇地域のことは地域で支える 
〇地域の成熟度を上げる（豊かな堤地区を作る） 



平成２５年５月
オープン  

 

《主な来店者》 
◆認知症の当事者、支える家族 
◆地域にお住まいの住民 
◆認知症サポーター 
◆近隣の介護保険事業所 
 （小規模多機能、特養、GH、DSなど） 
◆地域の乳児院・障がい者施設 
◆堤小学校が授業の一環で来店したことも 
◆行政関係者 
◆視察 



城南区長 
自治協議会
会長 

・いろんな人が気軽
に集える場所 
・屋台みたいに空い
てる席に座る 

ご利用者 

・公民館で月一回開催（当日貸切） 
・開店時間：10：00～16：00 
・自由に気ままに来店 
・毎回８０名～１００名近くの来店 
・無料（募金箱を設置） 
・認サポ受講者が当日ボランティア 





地域は専門職の協力を 
求めている 



 





RUN伴2016 
“特別つつみカフェ” 



 地域のプライド・地域の財産となる 



民生委員・ 
推進会議メンバー 

民生委員・
推進会議メ
ンバー 

推進会議メンバー・
劇団つつみ 

ご利用者の 
おとなりさん 

ご近所 

自治会長の奥さん 
（ご主人は劇団つつみ/ 
推進会議メンバー） 

昔から
の友人 

ご利用者 

劇団つつみ 

ほかのケースで関わっ
ている民生委員 

地域に住ん
でいる 
ご利用者 

サロン仲間 



「認知症になっても」
これまで築きあげ
てきた周りとの関係
を断ち切らない 

本人を支える 
サポーターは身近
に存在する！！ 
⇒「近助」 

通い慣れた週一回の体操教室 

長い付き合いの仲間たち 
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人生の歩みの中で築かれたその人の暮らし 
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寄り合い 
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お互い様 

血の通った『パーソナルサポートネットワーク』 

【公助】 

【共助】 
介護サービス 

【互助】 
お互いさま 

将来の自分のため 

【自助】 
心構えと覚悟 
自分の生きる道 
（自律支援） 

※｢近助」から生まれる助け
合いは、その人の暮らしの継
続性にも反映されることはも
ちろんのこと、支えての住民
にとっても将来における自分
自身の心構えと覚悟につなが
るものとなる 

専門職として
バックアップ 



暮らしを支えるための視点 
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 ←   この時の視点   → 

介護（直接援助） 

※リハビリ （本人の努力） 

※家族介護 （家族の努力） 

自助 環境改善運動 
（環境改善アプローチ） 

介護（直接援助） 

※本人と取り巻く人・状況への取組み 



◆事業所が地域とつながるメリット 

 ・可視化されることによる質の向上 

 ・スタッフのモチベーション 

 ・２つのCS評価 

 

◆地域が事業所とつながるメリット 

 ・いままでよくわからなかった介護の実際 

 ・これまで前進しなかった地域福祉事業の進展 

 ・将来への心がまえ 

 

事業所と地域のWIN‐WIN 



  

小規模多機能型居宅介護
のミッション：その人の望む
自宅や地域での暮らし支援 

サービス漬けにしない制度設計
（包括報酬・通い定員・宿泊定員等） 

安心して自宅で過ごせる時間を支援
する（自立支援・家族支援等） 

必要なのは 
「環境改善運動」 

「地域における種まき」 

地域住民との協働： 
住民の意識の変化 
「明日はわが身」 

まちづくり：住民
の心構え⇒地域包
括ケアシステムへ 

※ご利用者の暮らしを支える為に事業所の
みで暮らしを完結させるのではなく、周囲 
（環境）を改善させることで、自宅や地域で 
安心して過ごせることができる取り組みが 
求められている 

 

36 

介護保険の三原則 
◆自立支援 
◆自己決定 
◆日常生活の継続 

運営推進
会議 

本人を支えるために地域と関わる 


